
機密性2

岐阜支部の課題を踏まえた今後の取組について

資料 ２

令和７年度 第２回
全国健康保険協会岐阜支部評議会

1



機密性2
支部事業計画・予算の策定とスケジュール
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■ データ（エビデンス）に基づく事業実施を行うべく、引き続き医療費情報や健診情報の分析を行い、
 支部の課題を踏まえた令和８年度に向けた事業計画及び予算策定の準備を進めています。

■ 令和８年度の事業の方向性をお示ししますので、評議員の皆様からご意見を伺いたいと
 考えております。

■ なお、本日いただくご意見と今後協会けんぽ本部から示される予算額（予算枠）を踏まえ、
 岐阜支部の令和８年度保険者機能強化に向けた事業計画及び予算案を策定し、あらためて
 １月評議会においてご審議いただく予定としています。

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

評議会

支部

本部

令和８年度
支部事業計画・
予算について

令和８年度支部事業計画・予算
（案）の検討、策定

令和８年度
支部事業計画・
予算（案）に
ついて

令和８年度
支部事業計画・
予算について

意見に基づき修正

令和８年度支部事業計画・予算（案）の確認

意見聴取
提示

提出 報告 承認

報告
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課題１

◎ 被保険者・被扶養者の循環器系疾患の医療費が年々増加している。
・循環器系疾患の入院外・入院ともに地域差指数－１の寄与度が全国平均よりも高い。
・業態別の血圧リスク保有率の寄与度は道路貨物運送業が高い。

「循環器系疾患」・・・高血圧、心疾患、脳梗塞 など

課題２
◎ 生活習慣病予防健診（被保険者）と特定健診（被扶養者）ともに未受診者が多い。 
・ 生活習慣病予防健診の受診率は年々伸びているものの、いまだ未受診が一定数いる。
・ 被扶養者の特定健診受診率は低く、約7割程度が未受診である。

課題３

◎ 生活習慣（睡眠・運動）の要改善者割合が多い
･睡眠で休養が取れていない者の割合について男性・女性ともに年々悪化傾向にある。
特に睡眠不足はメンタルヘルス不調が契機となっている可能性があるため、対策する必要がある。

・運動習慣要改善者の割合は男性と女性ともに年々数値は改善しているが、全国平均と大きな差がある。

岐阜支部の課題
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（*）「地域差指数－１」について・・・・全国平均と比較した場合の高低を見ることができます。

地域差指数－１とは、医療費等の地域差を表す指標として、１人当たり医療費等について、年齢調整し、全国平均を「０」
 として指数化したものであり、０より大きい数値であれば全国平均より高い水準にあり、０より小さい数値であれば全国平均
 より低い水準にあることを示しています。

「地域差指数－１」
を比較(*)



機密性2
岐阜支部の現状評価・課題・重点施策
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現状評価

             
① 若年層の医療費が全国平均よりも高い（特に歯科医療費）              ① 被保険者・被扶養者の循環器系疾患の医療費が年々増加している。

・2024年度の加入者1人当たり医療費について、循環器系の疾患が入院外・入院ともに
全国平均を上回っている。
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岐阜支部の現状評価・課題・重点施策
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現状評価

             
① 若年層の医療費が全国平均よりも高い（特に歯科医療費）              ① 被保険者・被扶養者の循環器系疾患の医療費が年々増加している。

・ 2024年度の健診結果で、血圧リスクが全国平均よりも高く、年々悪化している。

※ 被保険者、被扶養者をあわせて算出
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岐阜支部の現状評価・課題・重点施策
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現状評価

             
① 若年層の医療費が全国平均よりも高い（特に歯科医療費）              ① 被保険者・被扶養者の循環器系疾患の医療費が年々増加している。

・ 2024年度の健診結果で、道路貨物運送業の血圧リスクがほかの業態と比較して高い。

業態別の血圧リスク保有割合の地域差指数－１の寄与度
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※ 被保険者のみで算出
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■ 加入者・事業所への情報提供
・ＬＩＮＥやメルマガを活用して、減塩レシピやレシピ動画など減塩に関する情報提供を行う。
・学校での授業や子供向け健康教材など若年層向けの広報で高血圧や減塩に関する情報提供を行う。
・循環器に関するセミナーを行う。
・道路貨物運送業の事業所へ、特定保健指導を実施する。

<検証方法>
・血圧リスク該当者割合や被保険者・被扶養者の循環器系疾患の医療費により検証をする。

             ① 被保険者・被扶養者の循環器系疾患の医療費が年々増加している。              

施策（案）

課 題

・循環器系疾患の入院外・入院ともに地域差指数-1の寄与度が全国平均よりも高い。
・業態別の血圧リスク保有率の寄与度は道路貨物運送業が高い。

岐阜支部の現状評価・課題・重点施策
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岐阜支部の現状評価・課題・重点施策
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現状評価

             
① 若年層の医療費が全国平均よりも高い（特に歯科医療費）              ② 生活習慣病予防健診（被保険者）と特定健診（被扶養者）ともに未受診者が多い

生活習慣予防健診受診率（40～74歳）

被扶養者

被保険者

（％）

（％）

16位（前年度34位）

29.3%（前年度27.7%）

30位（前年度28位）

全国平均58.4%

全国平均29.4%

・ 被保険者の受診率は全国平均を上回っているものの、４割弱が未受診である。
・ 被扶養者の受診率は全国平均を下回っており、順位も前年度から下げている。

63.9%（前年度59.5%）

＊2024年度支部別スコアリングレポート（岐阜支部）より抜粋

特定健診受診率
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岐阜支部の現状評価・課題・重点施策
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加入者属性等から見る傾向

●性別
男性よりも女性の方が受診率が低い傾向にある。

●経年での受診行動
令和5年度から6年度にかけて健診対象者であった者で、両年度と
も未受診の者は３４％強。
また、令和5年度受診者で令和6年度未受診となった方は２.8％い
た。

健診受診者の傾向分析

生活習慣病予防健診（被保険者：本人）

●年齢階級別
若年層と高年齢層の受診率が低い傾向にある。
若年層から50～54歳区分までは受診率が上昇していき、50～54
歳区分をピークに受診率が下降する。

※本分析は、被保険者住所が岐阜県内にある加入者を対象としていること、および
抽出時期の違いから、スコアリングレポートと異なる受診率となっています。
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岐阜支部の現状評価・課題・重点施策

10

事業所情報から見る傾向

●規模別
事業所規模が小さいほど受診率が低い傾向にあり、令和5年
度から令和6年度にかけても傾向に変わりは見られない。
なお、被保険者数10人以上～30人未満と、100人以上～
500人未満の階層がボリュームゾーンとなっており、全体の
受診率への寄与度が大きい。

また、令和6年度単独で、10人以上～30人未満の業態内訳
を見てみると、
健診対象者数上位15の業態で、「職別工事業」「道路貨物運
送業」「医療業・保健衛生」「食料品・たばこ製造業」「繊維製品
製造業」が受診率５０％未満となっている。
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岐阜支部の現状評価・課題・重点施策
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事業所情報から見る傾向

●業態別
対象者が5,000人を超えており、かつ受診率が平均以下の業態は、
「医療業・保健衛生」 「道路貨物運送業」 「職業紹介・労働者派遣業」「職別工事業」「その他の対事業所サービス業」 「専門・技術サービス業」 
となっている。
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岐阜支部の現状評価・課題・重点施策
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加入者属性等から見る傾向

●年齢階級別
令和5年度、6年度ともに40代と70歳以上の受診率が低い傾向にある。年齢が上がるにつれて受診率が上昇し、50代～60代の
受診率は高いが、70歳以上は受診率が低下する。
一方で、令和6年度のおてがる健診のみで見ると、40代から50代にかけて利用率が高く、60代以降は利用率が低い。

●経年での受診行動
令和5年度から6年度にかけて健診対象者であった者で、
両年度とも未受診の者は70％弱。
また、令和5年度受診者で令和6年度未受診となった方
は6.9％いた。

特定健診（被扶養者：家族）

令和6年度おてがる健診（再掲）

※岐阜支部の特定健診は、①個別健診 ②おてがる健診 ③住民健診 で実施。
① 個別健診 ・・・ 健診機関施設内で実施
② おてがる健診・・・ 岐阜支部が、商業施設などに健診会場を用意し、オプション検査を加えて実施
③ 住民健診 ・・・ 健診機関や市町村が、各地域で健診会場を用意して実施

特定健診全体
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岐阜支部の現状評価・課題・重点施策
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●住所地別
受診率が高い地域は県北部に集中している。一方で、県中央部、県南西部に受診率の低い地域が偏在している。

大垣市、多治見市、関市、中津川市、羽島市、可児市、瑞穂市は2,000人以上の対象者がいる中で受診率が平均を下回っている。
また、岐阜市、高山市、各務原市は平均受診率は上回っているものの、規模が大きいため全体の受診率引き下げに大きく影響している。

加入者属性等から見る傾向
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岐阜支部の現状評価・課題・重点施策
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●住所地と受診地の構成比（受診地の流出）
※おてがる健診は除く

おてがる健診以外で特定健診を受診した者について、
住所地と同じ市区町村の健診機関で受診している割合
を確認。

郡部では、多くが町村外で受診している状況にある。
また市部においても「羽島市」「瑞穂市」「飛騨市」
「本巣市」「海津市」は市外での受診が50%を超えてい
る。

受診率が平均以下で、かつ住所地市町村以外での受診
が多い地域については、受診機会の充実が必要な可能
性がある。

加入者属性等から見る傾向

※おてがる健診は、実施健診機関が市町村外や県外機
関となることが多いため、今回の集計からは除く
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■生活習慣病予防健診
・事業所への受診勧奨で、受診率の低い小規模事業所と、ボリュームゾーンである被保険者数
「10人以上～30人未満」と「100人以上～500人未満」事業所をターゲットに行う。
とくに、これまで勧奨機会が少なかった「10人以上～30人未満」事業所は、業態も考慮した勧奨を行う。

・令和5、6年度の両年度とも未受診である者（継続未受診者）を対象に個別に受診勧奨を実施する。

・課題の加入者属性（女性、若年層、高年齢層など）をターゲットとした広報や受診勧奨を行う。

・課題の業態の関係団体と連携して、業態全体の受診率向上を図る。

■特定健診
・オプション付集団健診（おてがる健診）を実施して40～50代の受診率向上を図る。

・岐阜県や市町村と連携して、集団健診の充実等により受診率向上を図る。
とくに課題の市町村は、会議の場での意見発信や国保の情報収集を行い、積極的に連携していく。

・住所地の市町村以外で受診する加入者が多い地域は、住所地で受診ができるように
オプション付集団健診（おてがる健診）を実施する。

＜検証方法＞
・生活習慣病予防健診受診率、特定健診受診率により検証を行う。

施策（案）

岐阜支部の現状評価・課題・重点施策

             
① 若年層の医療費が全国平均よりも高い（特に歯科医療費）              ② 生活習慣病予防健診（被保険者）と特定健診（被扶養者）ともに未受診者が多い

課 題

・ 生活習慣病予防健診の受診率は年々伸びているものの、いまだ未受診が一定数いる。
・ 被扶養者の特定健診受診率は低く、約7割程度が未受診である。
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男性

女性

             ③ 生活習慣（睡眠・運動）の要改善者割合が多い               

現状評価

＊2024年度支部別スコアリングレポート（岐阜支部）より抜粋

岐阜支部の現状評価・課題・重点施策

（％）

（％）

睡眠で休養が取れていない者の割合

44位（前年38位）

47位（前年44位）
43.0%（前年40.9%）

46.2%（前年44.3%）

・男性は全国で最下位、女性も全国で44位となっている。
・男性と女性ともに年々数値が悪化している。

全国平均38.0%

睡眠で休養が取れていない者の割合

全国平均43.9%
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男性

女性

             ③ 生活習慣（睡眠・運動）の要改善者割合が多い               

現状評価

＊2024年度支部別スコアリングレポート（岐阜支部）より抜粋

岐阜支部の現状評価・課題・重点施策

（％）

（％）

運動習慣要改善者の割合

35位（前年34位）

46位（前年44位）

70.8%（前年71.5%）

74.9%（前年75.9%）

・男性は全国で46位、女性も全国で35位となっている。

全国平均63.5%

運動習慣要改善者の割合

全国平均70.9%
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■「職場の健康講座」を開催する
・健康宣言事業所や健康保険委員設置事業所に対し、「職場の健康講座」として
飲酒、睡眠、運動、禁煙、減塩の講座を実施する。

・講座の開催は、専門の外部業者へ委託する。
・開催する事業所には、健診、保健指導、健康宣言に関する勧奨を行う。

■ 事業所への情報提供
  ・飲酒、睡眠、メンタルヘルス、運動、禁煙に関する情報や減塩レシピを事業所が自由に

活用できるようＨＰへの掲載を引き続き行う。
・ＬＩＮＥやメルマガを活用して、飲酒や睡眠等の情報提供を行う。

<検証方法>
  ・問診結果の変化について、健康講座の実施と未実施、健康保険委員設置の有無や健康宣言の有無に

より効果を検証する。

             ③ 生活習慣（睡眠・運動）の要改善者割合が多い               

施策（案）

課 題

・睡眠で休養が取れていない者の割合について男性・女性ともに年々悪化傾向にある。
特に睡眠不足はメンタルヘルス不調が契機となっている可能性があるため、対策する必要がある。

・運動習慣要改善者の割合は男性と女性ともに年々数値は改善しているが、全国平均と大きな差がある。

岐阜支部の現状評価・課題・重点施策
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